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円債総合 (AP05) 前年同期比 -17% 前四半期比 -4% サムライ債(AP01) 前年同期比 サムライ債案件国籍地域別分析(十億円)

主幹事
2022
順位

2021
順位

取引金額
(百万円)

占有率
(%)

占有率
(%)

占有率
前年比 案件数主幹事

2022
順位

2021
順位

取引金額
(百万円)

3,891,972.9 24.5 1.6 561

占有率
前年比 案件数

93% 前四半期比 -13%

14三井住友フィナンシャルグループ 1 1 191,266.7 22.5 -40.3
16.4 19

みずほフィナンシャルグループ 1 1

大和証券グループ本社 3 5 2,628,612.8 16.5 18.8 16.4 24野村 3* 3* 159,883.3

野村 2 4 3,224,896.3 20.3 4.6 489

2,602,720.6 16.4 -0.6 372
1.0 402

5* 171,583.3 20.2三菱UFJモルガン・スタンレー 2

24みずほフィナンシャルグループ 3*
三井住友フィナンシャルグループ 5 3 987,526.7 6.2 -10.0 138 大和証券グループ本社 5

3* 159,883.3 18.8 16.4
2 121,516.7 14.3 16.4 23

三菱UFJモルガン・スタンレー 4 2

三菱UFJフィナンシャル・グループ 6 7 418,992.5 2.6 3.4 16.4 5
東海東京ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 7 9 278,420.1 1.8 0.7 95

1.0 26 ナティクシス 6 - 28,600.0
4HSBCホールディングス 7

バークレイズ 8 11 221,214.2 1.4 0.6 19
- 18,666.7 2.2 16.4

ゴールドマン・サックス 9 8 221,127.3 1.4
三井住友トラスト・ホールディングス 10 6 214,775.3 1.4 -1.4 26

0.1 33

農林中央金庫 11 13 210,205.6 1.3 0.7 5

信金中央金庫 13 15 134,034.2 0.8 0.3 47
0.9 4

12 108,379.9 0.7 0.1 14

ソシエテジェネラル 12 21 162,500.0 1.0

0.7

日本証券化案件 (AP02) 前年同期比 -23% 前四半期比 -18% 前四半期比22% 日本社債(AP03) 前年同期比

SBIホールディングス 14

-4%

BofAセキュリティーズ 15

日本社債　業種別内訳

851,400.0 100 34市場合計 15,895,336.9 100 892 市場合計
-0.2 1610 107,239.6

301

占有率
前年比 案件数

2022
順位

2021
順位

取引金額
(百万円)

占有率
(%)

みずほフィナンシャルグループ 1 1 975,896.7 30.1 1.0 122 みずほフィナンシャルグループ
案件数 主幹事主幹事

2022
順位

2021
順位

取引金額
(百万円)

占有率
(%)

占有率
前年比

7 418,992.5 12.9 6.8
1 1 2,181,810.1 26.0 2.5

3 2 1,773,392.3 21.1 1.8 259
4.0 305

野村 3 6 303,596.6 9.4 1.9 9 大和証券グループ本社
26 野村 2 3 1,922,494.3 22.9三菱UFJフィナンシャル・グループ 2

48
0.5 223

大和証券グループ本社 5 5 218,713.0 6.8 -1.1 7 三井住友フィナンシャルグループ
9 三菱UFJモルガン・スタンレー 4 4 1,613,964.8 19.2三菱UFJモルガン・スタンレー 4 2 293,452.5 9.1 -4.2

3 214,775.3 6.6 -6.1
5 5 356,316.4 4.2 -11.4

7 8 116,734.2 1.4 0.6 42
1.1 67

農林中央金庫 7 8 210,205.6 6.5 3.8 5 信金中央金庫
26 東海東京ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 6 7 170,780.9 2.0三井住友トラスト・ホールディングス 6

24
0.1 11

三井住友フィナンシャルグループ 9 4 166,220.9 5.1 -6.1 21 岡三証券グループ
7 SBIホールディングス 8 6 101,379.9 1.2バークレイズ 8 11 171,161.6 5.3 3.0

10 87,627.3 2.7 0.3
9 11 43,526.2 0.5 0.2

11 - 30,000.0 0.4 0.4 1
0.1 15

BNPパリバ 11 9 50,222.7 1.6 -1.0 8 楽天証券
3 ゴールドマン・サックス 10 10 31,800.0 0.4ゴールドマン・サックス 10

13
0.2 6

静岡銀行 13 - 39,996.5 1.2 1.2 1 BofAセキュリティーズ
1 シティ 12 12 29,250.2 0.4りそなホールディングス 12 14 42,600.0 1.3 1.2

12 32,906.3 1.0 -0.6
13 9 21,500.0 0.3 -0.1

0.0 2
オリックス 15 13 5,400.0 0.2 -0.4 2

1 バークレイズ 14 14 5,252.7 0.1BofAセキュリティーズ 14

*同順位

市場合計 8,398,201.8 100 387市場合計 3,237,947.4 100 214
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114 

2,688.9

1,590.41,024.7

765.0

580.0

1,749.2

外輪：取引金額(十億円)
内輪：案件数
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- 案件の情報は値決日(pricing date)より5 営業日以内に提出されなければならない。MBS 及びABS 案件は、受渡日より5営業日以内に提出

されなければならない。締切日に間に合わなかった案件は、データベースに収録されるが、リーグテーブル対象外として分類され、提出のあった四半期

終了までリーグテーブルには含まれない。

-リーグテーブルの金額は、取引金額（合計発行額×発行価格）を集計する。

-日本APシリーズ(除くAP1)リーグテーブルは按分でクレジット配分される。AP1(サムライ債)リーグテーブルは均等でクレジット配分される。合併等で引

受人の統合があった場合、存続会社/親会社にクレジットが付与される。（*推定手数料と引受金額リーグテーブルについては、発行体の子会社に対して

もクレジットを付与する。）

-最少年限が18ケ月以下の案件は除外される。

-今期及び前年のデータは、米国東部夏時間2022年9月30日午後2時に抽出。

-ここに掲載の三菱UFJフィナンシャル・グループおよびモルガン・スタンレーのリーグテーブル・クレジットは、日本における合弁会社（三菱UFJモルガン・

スタンレー証券及びモルガン・スタンレーMUFG証券）の設立後の状況を反映している。新設合弁会社のクレジットはモルガン・スタンレーに集計されてい

る。日本企業関連のリーグテーブル上では、モルガン・スタンレーは「三菱UFJモルガン・スタンレー」として表示されている。

リフィニティブについて

ロンドン証券取引所グループ（LSEG）傘下の Refinitiv（リフィニティブ）は、金融市場のデータとインフラストラクチャの提供で世界をリードしています。リ

フィニティブは、約 190 カ国にわたって 4 万以上の企業や 40 万を超えるお客様にサービスを提供しながら、世界中の金融市場に関わる人々を支援して

います。また、重要な投資や取引、リスク判断をお客様に自信をもって行っていただくための情報やインサイト、テクノロジーを取り揃えています。独自の

オープン・プラットフォームと業界トップクラスのデータおよび専門的な知識を組み合わせて提供することで、人々を取引機会と選択肢でつなぎ合わせ、お

客様とビジネス・パートナーの皆様のパフォーマンス、革新、成長を促進してまいります。詳しくはウェブサイトをご参照ください。

https://www.refinitiv.com/ja

本書に表示されるグラフ又は図の複製を希望される場合、広報担当 Yasue.Aoi@lseg.com までお問い合わせ下さい。

リフィニティブは本書で提供される情報が、発行時点において正確であり、最新のものであることを確保するよう合理的な努力をしていますが、リフィニ

ティブ又はリフィニティブの第三者コンテンツ・プロバイダーも、本書に含まれる情報の誤謬、不正確又は遅延、或いはそれらに依拠してなされた行為に

ついても、何らの責任も負うものではなく、また、第三者コンテンツ・プロバイダーの如何なる見解又は意見を是認するものではありません。法律により認

められる限度において、リフィニティブは明示又は黙示を問わず、提供されたコンテンツの正確性又は完全性、或いは如何なる目的における目的適合性

に関する保証をすべて明示的に排除します。本コンテンツを取引又は売買を行う際の意思決定の目的で使用することは適切ではありません。本コンテン

ツは投資助言となる投資、税金、法律等のいかなる助言も提供しません。また、証券の売り買い等を含む、特定の金融の個別銘柄、金融投資あるいは

金融商品に関するいかなる勧告もしません。リフィニティブは、本書に関連した、如何なる者による又は如何なる者に対する証券の売り買いに関し、責

任・義務を負いません。

© 2022 Refinitiv. All rights reserved.
Refinitiv及びRefinitivロゴは、Refinitivの商標であり、登録商標となっています。本書に言及される如何なる第三者の名称又はマークは、当該第三者に

帰属します。

プレスリリースに関してのお問い合

わせ先：

広報担当

青井 康恵
E-mail: Yasue.Aoi@lseg.com

クライテリアに関するご質問、また

案件情報のご登録に関してのお問

い合わせ先：

佐藤 亜紀
Tel: +81 3 6441 1120
E-mail: aki.sato@lseg.com
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SEE YOUR NAME AT 
THE TOP.
Refinitiv has the leading proprietary and independent 
investment banking fee model and league tables in the 
market, relied upon by the financial press and deal 
makers around the world.

Contact us at DealFees@refinitiv.com to 
ensure your name is represented.
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